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要旨：コストを大幅に上昇することなくレディーミクストコンクリートの全数検査が可能となる目視スランプ

による自主管理を試みるために，運搬記録から抽出した目視スランプの推定値について調査を行うとともに，

目視スランプの推定値に影響を及ぼす要因に関する検討を行った。その結果，目視スランプはレディーミクス

トコンクリートの自主管理に適用可能であることが明らかとなった。また，目視スランプの運用を試み，スラ

ンプの自主管理に適用可能であったことを報告した。 
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1. はじめに 

生産者が行うレディーミクストコンクリート（以下，生

コンと称する）の製品検査では，建設現場で荷卸し時に強

度，スランプまたはスランプフロー，空気量および塩化物

含有量の各試験が行われる。この検査ロットは150m3と定

められており1)，検査対象となる30～40台に対して1台のト

ラックアジテータ（以下，生コン車と称する）以外の生コ

ン車については，荷卸し時には各種試験が行われない。こ

のため，生コンの品質に急な変動があっても，現状の製品

検査でこれを検出することは困難な場合がある。 

一方で建設現場における生コンの荷卸しでは生コン

車の運転手が生コンの排出作業を担当するのが一般的で

あり，生コン車の運転手の目視による簡易的な検査が可

能となれば，コストの大幅な上昇を伴うことなく生コン

の全数チェックができ，生コンの品質に対する信頼性を

向上できると考えられる。「JIS Q 1011：2009（適合性評

価－日本工業規格への適合性の認証－分野別認証指針

（レディーミクストコンクリート）」附属書では，製造工

程の管理として全バッチについて目視などによるスラン

プの確認を要求している。これに対応して現状では全バ

ッチの生コンについて監視モニタを目視確認するなどの

方法で製造オペレータによるチェックが行われ，製造工

程における管理の一環として有効に機能している。この

現状から見ても目視によりスランプが推定できる可能性

は高く，目視により推定するスランプ（以下，目視スラ

ンプと称する）は，生コン車の運転手による生コンの全

量検査を実現できる簡易な方法となり得る。 

そこで，本試みは，目視スランプの有効性と推定精度

ならびに目視スランプに影響を及ぼす要因を明らかにす

るために，比較的多くのデータを収集することが可能な

生コン工場において目視スランプに関するデータを収集

し検討を行ったものである。 

 

2. 用語の定義 

コンクリートの検査において目視による検査は打込

み時の品質変化などを感覚的に捉えるものであるため，

現状では目視スランプに関する用語は定まっていない。

そこで用語の定義を図－1のように定めた。 

 

3. 生コンの運搬記録を用いた目視スランプの調査 

3.1 運搬記録による目視スランプの調査概要 

(1) 運搬記録 

運搬記録は，生コン工場の自主管理に用いるもので，

生コン車の運転手が記録している。この内容は，生コン 
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図－1 用語の定義 

【目視スランプ】 【実測スランプ】 
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の呼び強度，生コンの呼び名におけるスランプ（以下，呼

びスランプと称する），製造地点および荷卸し地点におけ

る目視スランプ，運搬時間，運搬距離および待機時間であ

る。なお，本報告で取扱う荷卸し時間は、運搬時間と待機

時間を加算したものとした。 

(2) 調査期間 

調査期間は，2012年1月～2013年8月の1年8ヶ月間（20ヶ

月間）とした。 

(3) 調査方法 

大型生コン車において記録された運搬記録に限定して運

搬時間，運搬距離，荷卸し時間および目視スランプを抽出

し，化学混和剤の種類(AE減水剤コンクリート・高性能AE

減水剤コンクリート)，呼びスランプおよび季節ごとに分類

して検討した。季節の分類は，夏期(7/16～9 /6），標準期(2/21

～7/15，9/7～12/5)および冬期(12/6～2/20)としている。運搬

記録による目視スランプのデータ数を表－1 に示す。 

3.2 運搬記録による目視スランプ調査結果および考察 

(1) 荷卸し地点までの運搬時間と運搬距離の関係 

荷卸し地点（建設現場）までの運搬時間と運搬距離の

関係を図－2 に示す。運搬距離の平均は約 8km，運搬時

間の平均は 31 分であった。全体では，運搬距離は約

20km 圏内であり，概ね 90 分以内の結果であった。 

(2) 荷卸し時間の分布 

荷卸し時間の分布を図－3 に示す。荷卸し時間の平均

値は45分程度であり，高性能AE減水剤を使用している

場合に若干長くなる傾向にあったが，化学混和剤の種類

にかかわらず一部で 90 分を超えるものもあった。これ

は，前述の結果からすると，現場における待機時間の影

響と考えられる。 

(3) 呼びスランプに対する目視スランプの分布 

呼びスランプに対する製造地点と荷卸し地点におけ

る目視スランプの差の分布を図－4 に示す。AE 減水剤

コンクリートおよび高性能 AE 減水剤コンクリートのい

ずれの場合も呼びスランプに対する目視スランプの差は

製造地点の方が荷卸し地点よりも大きい傾向が見られた。

これは，荷卸し地点までの運搬に伴うスランプの低下量

を見込んで出荷しているためと考えられる。また，同じ

呼びスランプについて比較した場合，呼びスランプに対

する目視スランプの差の平均における製造地点と荷卸し

地点の差は AE 減水剤コンクリートよりも高性能 AE 減

水剤コンクリートの方が小さい結果となった。 

3.3 まとめ 

生コンの運搬記録により目視スランプに関する調査を

行い，次の知見を得た。 

1) 待機時間の影響により生コンの荷卸し時間は90分を

越える場合があった。 

2) 荷卸し地点における目視スランプは製造地点よりも

小さい傾向にあった。 

3) 高性能AE減水剤を使用したコンクリートは，AE減水

剤を使用したものより製造地点から荷卸し地点まで

の目視スランプの低下が小さい傾向にあった。 

運搬記録から抽出したデータにより生コン工場におい

て製造されたコンクリートの荷卸し時間の傾向および運

搬による目視スランプの変化の傾向を示すことができた。

これより，生コン車の運転手による運搬記録および目視ス

ランプは生コン工場の自主管理において有効に機能する

可能性があると思われる。 

表－1 運搬記録による目視スランプのデータ数 

混和剤の種類

呼び強度

呼びスランプ（cm） 8 15 18 15 18 21

夏　期 13 136 741 20 965 856 2,731

標準期 142 908 731 493 3,970 1,333 7,577

冬　期 39 356 553 59 990 221 2,218

合　計 194 1,400 2,025 572 5,925 2,410 12,526

AE減水剤ｺﾝｸﾘｰﾄ
18,21,24,27,30

高性能AE減水剤ｺﾝｸﾘｰﾄ
27,30,33,36,39,40※,42,45 合計
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図－2 運搬時間と運搬距離 

 

図－3 荷卸し時間の分布 
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4.要因ごとの目視スランプのばらつきに関する考察 

4.1検討概要 

(1) 抽出データ 

運搬記録から同一の生コンについて製造地点ならびに

荷卸し地点における目視スランプおよび実測スランプを

それぞれ抽出し，各種要因が目視スランプに及ぼす影響

を検討した。 

(2) データの分類方法と各データ数 

抽出したデータを記録者の違い，使用された化学混和剤

の違い（AE 減水剤および高性能AE 減水剤），季節の違い

（標準期，夏期および冬期），呼びスランプの違い（15，

18 および 21cm）および呼び強度の範囲を要因としてそ

れぞれ分類し，これら各種要因が目視スランプに及ぼす

影響を検討した。なお，呼び強度の範囲は 18～27,  30

～36, 39～45 および 45.5～53.5 に分類した。それぞれの

要因ごとのデータ数を表－2に示す。 

 

表－2 各種要因ごとのデータ数 

データ数 合計

訓練済み記録者 283

未訓練記録者 709

AE減水剤 389

高性能AE減水剤 603

標準期 661

夏期 155

冬期 176
15cm 125
18cm 612
21cm 255

18～27 327
30～36 521
39～45 108

45.5～53.5 36

分類

検査員

季節

呼びｽﾗﾝﾌﾟ

使用混和剤

呼び強度

992

992

992

992

992

 

 

(3) 生コンの概要 

調査した生コンは，呼び強度の範囲が 18～45 の普通コ

ンクリートおよび呼び強度が 45.5～53.5 の高強度コンク 
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図－5 実測スランプと目視スランプの関係 

 

リートで，呼び名におけるスランプは 15，18 および

21cm とした。これは，既往の調査 2)と同様に，概ね首都

圏で一般的に流通している生コンと同等の範囲である。 

(4) 記録者の概要 

記録者は，中型および大型の生コン車を用いて生コンを

運搬している運転手とした。ここでは，調査を行った生コ

ン工場において年に1回程度実施される目視スランプに関

する教育訓練を受講している記録者とそれ以外の記録者

をそれぞれ「訓練済み記録者」と「未訓練記録者」と呼称

し区別している。なお，記録者19名の年齢は29～65歳で平

均49.6歳，生コン車の運転に従事している年数（以下，経

験年数と称する）は1～24年で平均11.8年であり，このうち

訓練済み記録者は9名，未訓練記録者は10名である。記録

者の概要を表－3に示す。 

4.2各種要因が目視スランプのばらつきに及ぼす影響の検 

討結果および考察 

(1) 実測スランプと目視スランプの関係 

全データにおける実測スランプと目視スランプの関係

を図－5に示す。実測スランプと目視スランプの関係を原

点を通る直線で回帰すると，目視スランプは実測スランプ

よりも約1％小さい傾向を示していた。また，このときの

相関係数（R）は0.9981と大きく，目視スランプと実測ス

ランプは相関関係にあるものと考えられる。 

(2) 記録者の違いによる影響 

記録者の年齢ごとの目視スランプと実測スランプの差

の範囲と平均を図－6に，記録者の経験年数ごとの目視ス

ランプと実測スランプの差の範囲と平均を図－7に示す。 
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図－6 記録者の年齢ごとの目視スランプ－実測スランプ

の範囲と平均 
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図－7 記録者の経験年数ごとの目視スランプ－実測スラ 

ンプの範囲と平均 

 

ここで，目視スランプと実測スランプの差は，「目視ス

ランプ－実測スランプ（cm）」を示している。目視スラン

プと実測スランプの差の範囲および平均に記録者の年齢

による明確な傾向は見られず，また，記録者の経験年数に

よる明確な傾向も見られなかった。ただし，訓練済み記録

者の場合に目視スランプと実測スランプの差の範囲は未

訓練記録者よりも狭く，また，訓練済み記録者のみを見る

と経験年数が長いほど目視スランプと実測スランプの差

の範囲が狭くなるように感じられる。 

目視スランプと実測スランプの差について，記録者ごと

の経験年数と標準偏差の関係を図－8に示す。全体で見る

と，記録者の経験年数と標準偏差の関係に明確な傾向は見

られず，相関も見られない。また，未訓練記録者において

も記録者の経験年数と標準偏差の関係に明確な傾向なら

びに相関は見られない。しかし，訓練済み記録者の場合は，

相関性はあまり強くない（相関係数R＝0.630）ものの， 

表－3 記録者の概要 

項目
A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S

年齢(歳) 45 58 31 39 60 61 65 54 47 57 59 62 29 35 44 62 54 58 60

経験(年) 11 8 1 4 24 22 19 10 12 20 6 10 7 5 7 3 20 23 8

訓練 有 有 有 有 有 有 有 有 有 無 無 無 無 無 無 無 無 無 無

ﾃﾞｰﾀ数 49 37 31 21 29 37 41 20 18 77 72 77 65 84 72 82 55 12 57
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図－8 記録者ごとの経験年数と目視スランプ－実測スラ 

ンプの標準偏差の関係 
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図－10 季節の違いによる呼びスランプと目視スランプ， 

実測スランプの差 

 

経験年数が長いほど標準偏差は小さくなる傾向を示した。

これらの結果より，目視スランプの推定能力は記録者によ

り異なるため記録者の違いは目視スランプに影響を及ぼ

すが，記録者の年齢や経験年数はその直接的な影響要因で

ないこと，目視スランプに関する教育訓練を受講すること

により目視スランプの範囲は実測スランプに近づくこと

がわかった。さらに，教育訓練済み記録者に限り，経験年

数が長いほど目視スランプ検査の精度は高まる傾向にあ

るといえる。 

(3) 使用する化学混和剤の違いによる影響 

使用された化学混和剤の種類ごとの呼びスランプに対

する実測スランプの差ならびに呼びスランプに対する目

視スランプの差を図－9に示す。呼びスランプに対する差

は，「呼びスランプ－実測スランプまたは目視スランプ（c 

m）」を表している。なお，図中にはこれらの標準偏差を併

せて示した。呼びスランプに対する実測スランプの差の平

均と目視スランプの差の平均は，AE減水剤を使用したコン

クリートの場合にはほぼ同等であったが，高性能AE減水剤

を使用したコンクリートの場合は目視スランプの方が実測

スランプよりも若干大きく，この差はおよそ0.5cmであった。

このことは高性能AE減水剤を使用したコンクリートにおい

ては実測スランプよりも目視スランプが若干小さくなるこ 
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図－9 使用混和剤の違いによる呼びスランプと目視スラ 

ンプ，実測スランプの差 
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図－11 呼びスランプの違いによる呼びスランプと目視 

スランプ，実測スランプの差 

 

とを表している。また，標準偏差における実測スランプと

目視スランプとの差はAE減水剤を用いたコンクリートより

も高性能AE減水剤を用いたコンクリートで大きく，目視ス

ランプは高性能AE減水剤を用いたコンクリートの方がばら

つく結果となった。高性能AE減水剤を用いたコンクリート

は化学混和剤の減水率が高く単位水量が小さくなるためAE

減水剤を用いた場合よりも粘性が高まる傾向にある3)こと

から，これらの結果はコンクリートの粘性が目視スランプ

の推定値に影響を及ぼす可能性を示唆するものと考える。 

(4)季節の違いによる影響 

季節の違いごとの呼びスランプに対する実測スランプの

差ならびに呼びスランプに対する目視スランプの差を図－

10に示す。図中にはこれらの標準偏差を併せて示した。標

準期において呼びスランプに対する実測スランプおよび目

視スランプの差の範囲が若干大きくなったほかに季節の違

いによる明確な傾向は見られなかった。 

(5)呼びスランプの違いによる影響 

呼びスランプの違いごとの呼びスランプに対する実測ス

ランプの差ならびに呼びスランプに対する目視スランプの

差を図－11に示す。呼びスランプに対する実測スランプお

よび目視スランプの差の範囲は呼びスランプ18cmで大きく，
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図－12 呼び強度の違いによる呼びスランプと目視スラ 

ンプ，実測スランプの差 

 

呼びスランプ21cmで小さかった。また，その標準偏差は呼

びスランプ21cmで小さく，既往の調査結果2)と同じような傾

向を示していた。差の範囲が呼びスランプ18cmで大きかっ

たのは，呼びスランプ18cmの場合のデータ数が著しく多い

ためである。また，呼びスランプ21cmで差の範囲および標

準偏差が小さかったことは，呼びスランプ21cmにおける実

測スランプが19.5～24.5cmとコンシステンシーをスランプ

試験によって鋭敏に捉えられる範囲の上限に近い4)ことか

ら，実測スランプおよび目視スランプのいずれの結果もコ

ンシステンシーの違いほどには範囲が大きくならず比較

的狭い範囲に分布したためと考えられる。 

(6)呼び強度の違いによる影響 

 呼び強度の違いごとの呼びスランプに対する実測スラン

プの差ならびに呼びスランプに対する目視スランプの差を

図－12に示す。全体に，呼びスランプに対する実測スラン

プおよび目視スランプの差に呼び強度の違いによる明確な

傾向は見られなかったが，差の範囲および標準偏差は高強

度コンクリートの場合に小さくなる傾向が見られた。これ

は，高強度コンクリートは一般にスランプが大きいことか

ら，前述の呼びスランプの影響と考えられる。 

4.3 まとめ 

目視スランプに影響を及ぼす要因に関する検討を行い，

次の知見を得た。 

1) 目視スランプに関する教育訓練を受講することにより

目視スランプの範囲は実測スランプに近づく。また，

経験年数が長いほど教育訓練済み記録者の目視スラン

プ検査の精度は高まる。 

2) 使用する化学混和剤の違いは目視スランプに影響し，

高性能AE減水剤を使用したコンクリートでは目視スラ

ンプがやや小さくなる。 

3) 呼びスランプが21cmの場合は実測スランプおよび目

視スランプのいずれも呼びスランプとの差の範囲およ

び標準偏差が小さく，この傾向は高強度コンクリート

にも見られる。 

 

5.目視スランプを導入した自主管理の試み 

 ここでは，生コン車運転手の目視スランプによる自主

管理の実施時期を定め，さらに異常を検出した場合の対

応方法を決めて表－4 のように運用を試みた。運用期間

は，2013 年 10～12 月の 3 ヶ月間である。 

 その結果，目視スランプに関する異常件数は0件であり，  

その効果は確認できなかったが，この自主管理により1件の

異物混入を検出することができた。 

 

6.おわりに 

目視スランプの有効性と推定精度ならびに目視スラン

プに影響を及ぼす要因を明らかにするために，生コン車の

運転手による運搬記録をもとにした調査を行った。その結

果，運搬記録および目視スランプは生コン工場の自主管理

において有効に機能する可能性があることを示した。また，

目視スランプに影響を及ぼす要因は，記録者の違い，使用

する化学混和剤の違いならびに呼びスランプおよび呼び

強度の違いであること，記録者を訓練することにより目視

スランプの推定精度は高まる傾向にあることを明らかと

した。さらに，生コン工場において目視スランプを用いて

自主管理を試み，一定の成果をあげることができた。 

今後は，より一層のデータを集めるとともに未訓練記録

者を訓練した結果について同様の検討を行う必要がある。 
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表－4 目視スランプによる自主管理の方法 

実施場所 製造地点 荷卸し地点

実施のタイミング
トラックアジテータに積込
み後のホッパカバー装着
時

建設現場における待機時ま
たは荷卸し開始時

目視対象

ドラム内かくはん羽根から
流れ落ちるコンクリートの
状態

ドラム内かくはん羽根やドラ
ム排出口から流れ落ちるコ
ンクリートの状態，排出
シュートを流れ落ちるコンク
リートの状態

異常検出時の対応
品質管理担当者に内線連
絡

会社に無線または携帯電話
にて連絡
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